
　　変えることは良い。そう考えてきた。しかし
本当は、変えてはいけないこともあったのではな
いか。変えるか、変えないか。どちらが適切か。
しかし、決められないこともある。どちらも大切。
両方とも必要。そうとしか言えない時もある。
どちらでもよい、あるいは、本当はどちらも違う。
To be or not to be, or both, or neither. 
「どちらでもよい」の奥の奥。

新型コロナウイルス感染症拡大等の状況によっては、

参加希望の方は、3月7日（月）までに

お問い合わせ等は次のメールアドレスまで

　　急遽オンライン開催へ変更する可能性もあります。

　　その場合は申込者宛にメールで通知します。

　　下記のフォームから申し込みください。　

　　https://forms.gle/t1tqsYQ9maKU4Exf8

　　お知らせください。chou.ketsurei.4h@kyoto-u.ac.jp

概要：

教育実践コラボレーション・センター企画

第44回　「知的コラボ」の会

対面開催！



どちらがよいか　
－「どちらでもよい」の奥の奥

【日時】　2022年3月9日(水)
　　　　　　　13：00～14：30
【場所】　教育学部　第一会議室
【話題提供】西平　直

（教育・人間科学講座　教授）


